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大正新修大蔵経第三巻 No.152 略称『六度』「常悲」 
常悲 法來 
小品系     
支婁迦讖訳（179 年）『道行般若経』 





大正新修大蔵経第八巻 No.225 略称『大明』 
普慈 法來 
鳩摩羅什訳（408 年）『小品般若波羅蜜経』 
大正新修大蔵経第八巻 No.223 略称『小品』 
薩陀波崙 曇無竭 
施護訳（982 年以降）『仏母出生三法蔵般若波羅蜜多経』 
大正新修大蔵経第八巻 No.228 略称『仏母』 
常啼 法上 
’phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa brgyad 
stong pa(八千頌般若)  略称『蔵 08』 使用したテキス
トは sde dge No.12 北京版を参照した。 
rtag tu ngu chos ’phags 
A2wqsqhasrikq praj`qpqramitq（八千頌般若） 略称 ASPP 
使 用 し た テ キ ス ト は Wogihara Unrai 荻 原 雲 来
Abhisamayqla/kqrqlokq praj`qpqramitqvyqkhyq : the work 
of Haribhadra, together with the text commented on 
(Tokyo : ToyoBunko, 1973)   
Sadqprarudita Dharmodgata 
大品系     
無羅叉（無叉羅）訳（291 年）『放光般若波羅蜜経』 
大正新修大蔵経第八巻 No.221  略称『放光』 
薩陀波倫 法上 
’phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa khri brgyad 
stong pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo(一万八千頌
般若) 略称『蔵 18』 使用したテキストは sde dge No.10 
北京版を参照した。   
rtag tu ngu chos ’phags 
鳩摩羅什訳（404 年）『大品般若波羅蜜経』 
大正新修大蔵経第八巻 No.227  略称『大品』 
薩陀波崙 曇無竭 
shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu 
lnga pa(二万五千頌般若(経部))  略称『蔵 25』 使用し
たテキストは sde dge No.9  北京版を参照した。 
rtag par rab 
tu ngu ba 
chos kyis 
 ’phags pa 
十万頌     
玄奘訳（660～663 年）『大般若波羅蜜多経初会』 


































  ＜常啼菩薩品＞は理念として説かれる菩薩に特定の名前が与えられて『般若経』の菩 
  薩の教えを象徴的な物語として説いている。大乗菩薩の教えをひたむきに求める求 
    法・求道の新発意菩薩として説かれる薩陀波崙菩薩（常啼菩薩、Sadqprarudita）と、不 
    退転の位にあって、巧みな方便の行ないによって般若波羅蜜の教えを自在としてい 
    る曇無竭菩薩（法上菩薩、Dharmodgata）という二人の菩薩が登場し、般若波羅蜜の 
  教えを求める大乗菩薩の求法物語を比喩的に展開している。主人公の薩陀波崙菩薩を 
  中心に感動的に繰り広げられる求法・求道の物語に、よき導き手つまり善知識である 
  曇無竭菩薩のゆるぎない立場が教説されている。―中略―この図式は、小品系統の冒 
  頭の第一章品＜須菩提品＞で説き明かされた菩薩の基本的理念の投影であり、教説の 
  基調である。すなわち新発意の薩陀波崙菩薩は、「不依世事。不惜身命。不貪利養」（大 
  正 8・580a）という心掛けに徹する菩薩であり、後に捨身行＜捨身聞法・捨身供養＞ 
  に挺身しようとする姿を暗示している。空林中（arazya）で聞いた仏の声は、「汝従是 
  東行當得聞般若波羅蜜」（580b）というものであったが、その際の「應離悪知識親近善 
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  知識」（581a）という指示が肝心である。一方、不退転の曇無竭菩薩は、「與六萬八千 
  婇女。五欲具足共相娛樂」というありようで、一日に三度般若波羅蜜を説法している。 
  在家の菩薩として、富裕な在俗の長者としての設定であるが、曇無竭菩薩こそは般若 
  波羅蜜の説法者（dharmabhqzaka）であり、薩陀波崙菩薩の善知識（kalyqza-mitra） 
  である。次にもう一つ指摘しなければならない点は、『般若経』の転法輪の具体的様相 
  を表す般若波羅蜜の教えの伝承譚として、＜常啼菩薩品＞が構成されているというこ 
  とである。いわゆる釈尊仏陀成道から初転法輪の伝記的故事を踏襲し、般若波羅蜜の 
  法門に投影して、『般若経』の第二の転法輪を類推させている。もちろん般若波羅蜜の 
  教えでは、最初とか第二とかいう転法輪の区別や執らわれはない（「非初轉非二轉。何 












  常啼ということが、無仏の世に出で悲泣する求道者の名であり、仏涅槃後年久しくし 
  て既に仏を見ず、法を見ず、経典の求むる所なき状態に、悲痛なる哀切の情を訴えた 
  ものとすれば、換言すれば、仏世を去る遠き滅後の遺弟の情を写し出したものとすれ 
  ば、ここにその求道の熱誠が、夢にさえ仏を見奉らんと欲するの情を生み出す事は申 
  すまでもない。従ってここに見仏三昧が高潮せられることは当然であって、この物語 
  は見仏三昧を主眼点とするものであるという事ができる。それであるからして、六度 
  集経はこの物語を禅定波羅蜜の下に列したものである。揵陀越国を画き、法上菩薩を 
  言う理由は、今この世界こそ無仏の世、三宝の滅盡した処ではあれ、広い世界には仏 
  在して大法が輝き、経巻の自由に求め得られる世界のある事を、画こうとしたもので 





































し、般若経という範疇で見たところ’phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa khri brgyad 
stong pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo（蔵訳一万八千頌般若）や shes rab kyi pha rol 






























































 さて小品原形説に基づき複雑な発展を遂げた般若諸経を４期に分けたのは E. Conzeであ
る。 
  The composition of Praj`qpqramitq texts extended over about 1,000 years. Roughly 
speaking, four phases can be distinguished: 1.The elaboration of a basic text(ca. 
100B.C. to 100A.D.), which constitutes the original impulse; 2.the expansion of that 
text (ca. 100A.D. to 300); then, as the third, we get the re-statement of the doctrine 
in 3a. short S[tras and in 3b. versified Summaries(ca. 300 to 500); and 4. the period 




第１期 原始般若経典の形成（紀元前 100年～紀元後 100年） 
































  小品系の経典が先ず現われ、その経典類は大きい変化なく大品類成立の後にも別本と  
  して伝えられた。しかし他の一方、小品類の経典は突然ある変化の時期を迎えたらし 
  い。そこで姿をあらわした経典は、新しい要素を吸収し、大品類の経典に成長する機 
  会をもった。かくして大品類の経典は、大品類として長い間にはいくらかの変化は受 
  けつつあったが、その発展の過程において、常に大品類たる性質を保ち続けた。しか 
  るにその大品類の経典も、ある時期に一転して十万頌といったような大部の経典に増  
  大し、相当の変化を示した。すなわち初会大本がそれである。これらはすべて龍樹以 
  前の出来事と見られる。しかしこの根本となった三系統に平行して、般若経典類には 
  上記の如き系統から離れて、異なった形式をとって金剛般若・理趣般若・仁王般若の 
  ような、特殊の経典となって発達したものも少なくない24。また、小品や大品のごとき 
  根本の般若経が大乗運動という台風の眼として、各時代に影響を与え、般若経の傍系 




  般若経は長い年月にわたって作成されつづけた。そしてある時代ごと（ときにはある 
  特定の地域のみに限られていたのかもしれない）にまとまって独立し、ある般若経と 
  なり（これを a とする）、やがてそれをのりこえる般若経が成立する、という過程をと 
  った。ここでいう「のりこえる」とは、異質の度の高いものを加えて増広し、いわば 
  発展する場合もあり（b とする）、また逆に簡略化して縮小し（c とする）、なかにはお 
  そらく意識的に特定の用語とくに難解な述語の使用を避ける場合もふくまれる（d とす 
  る）、さらには、むしろ内容的には換骨奪胎されるごときものも見られる（e とする）。 
  しかもこの場合、ある経典の成立とは、まず最初にその経の核が生まれ、原初型が成 
  立し、それが伝承され、その間に増広があって、そののちに現存する経典（の原典） 
  に到達する。このことは、仏教経典のほとんどすべて、すなわち阿含・ニカーヤから 
  諸大乗経典まで、ほぼ妥当するといってよい。そのうえ、さらに般若経を扱うさいに 
  厄介なことは、上述の a.b.c.d.e がそれぞれにこのようなプロセスをどこまでも、いつ 
  までもつづける。すなわち、a は b 以下の成立があっても a 独自の活動を決して中止 

























’phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa brgyad ston pa（聖八千頌般若波羅蜜） 
法賢訳（980年）『仏母宝徳蔵般若波羅蜜経』3巻 
施護訳（982年以降）『聖八千頌般若波羅蜜多経一百八名真実円義陀羅尼経』1巻 


















































kqtyqyan]putra が紀元前 100 年前後に活躍した人であること。さらに 179 年という翻訳年代
からさかのぼっても、紀元前後から１世紀の成立34としている。静谷正雄先生は 100～125
年の成立（原初的な部分はさらに古い成立）35、N．Duttは紀元前 1世紀36、T．R．V．Murti





































































































 A2wqsqhasrikq praj`qpqramitq（八千頌般若）略称 ASPP は、1888年に計 6種のネパール写本
を用いて Rqjendralqla Mitra が校訂本を出版、1935年に Sylvain Lévi 発見のネパール写本に
基づいて U.Wogiwara が校訂本を出版、 1960 年に P.L.Vaidya が Rqjendralqla Mitra と
















 ここまでの検証により『仏母』『蔵 08』ASPP の内、『仏母』の原本が最も古い形態を留
めているのがわかった。『蔵 08』と ASPP の先後関係は明確でないが、小論に於ては『仏








可能性で紀元後 47-147 年に遡るとされる60。 
 アフガニスタンのバーミヤンで発見されたスコイエンコレクションの中からは、クシャ







ッジ大学図書館の『八千頌般若経』（997 年書写の梵語写本と 1015 年書写のネパール写本。
Cambridge degital library に写真が公開されている）、バングラデシュのヴァレーンドラ博


























  この第四分は梵本八千頌の訳であって、経録には旧訳たる道行、小品等と同本異訳で 
  あり、旧経に比するに常啼等の品を欠くも、余意残らず第八訳とすると云われている。 
  しかし常啼品等をかくのは第一分に既に存在するから重訳する必要はなかったのであ 
  り、独立本となれば、他と比較して当然これ等の品はそれぞれに付属すべきものであ 
  る66。 
『至元法宝勘同総録67』に 
  此會比蕃本、少常啼、法勇、嘱累、慈氏所問四品、前三品却在前第一會中、慈氏所問  








  此會經與蕃本八千頌般若對同。此會比蕃本、少常啼、法勇、嘱累、慈氏所問四品、前 









  第五 重會 王舍城鷲峯山説  
  右新譯單本梵文四千頌。譯成十卷二十四品。從五百五十六卷至五百六十五。70 
  第五 会を重ね 王舍城鷲峯山にて説けり。  
  右は新譯單本、梵文四千頌なり。譯は十卷二十四品となり五百五十六卷より五百六十   
  五に至る 
として、これを梵本四千頌般若（現存せず）に対応させている。 
 
 『仏母宝徳蔵般若波羅蜜経』は八千頌般若の内容を 32章 302の偈頌に要約したものであ





















  内容は漢訳第二会の系統に属する梵文原典に近いものの訳とされるが、散逸した写本 
  を再整理したためか、あるいはまた伝承の途中において誤り伝えられたためか、その 
  構成は他の諸本とはかなり相違した特異なものとなっている。本経はそれまで成立し 
  ていた『十万頌』『二万五千頌』『一万八千頌』などの原典を知った上でできたもので、 
  それらチベット語訳諸本よりさらに細かい注釈的補足説明が挿入されている。このこ 
  とから、これら大品系諸本の中では最も後期の成立であると推定される。73 
とし、渡辺章悟先生もこの立場をとる74。最近の研究では、林純教先生が a)仏塔供養 b)舎
利供養 c) 十二頭陀行 d)十二部経 e)対告者の五項目を『大品般若経』と比較した上で、『一
万頌般若』は小品から大品へという大きな般若の流れからは別系統の流れであり、しかも
『大品』成立に深くかかわっていたとの立場をとり75、 
  『一万頌』の編纂意図は、恐らくは、従来小品系の般若経が取らなかった、若しくは、 
  有相的であるとして排した、有相的見仏、般舟三昧と、般若空との融合にあったので 
  はないかと思うのである。それがいつしか、小品を主流とする流れに取り入れられ『大 















shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa（bka’ ’gyur（経部）所蔵の
二万五千頌般若波羅蜜多）76品 
shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa（bstan 'gyur（論部）所蔵
の二万五千頌般若波羅蜜多）74品 
Qrya a2wqda1asqhasrikq praj`qpqramitq nqma mahqyqna s[tra（一万八千頌般若波羅蜜多） 
’phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa khri brgyad stong pa zhes bya ba theg pa 






















































 ’phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa khri brgyad stong pa zhes bya ba theg pa  
chen po’i mdo（聖一万八千頌般若波羅蜜多大乗経）略称『蔵 18』は玄奘訳（660～663年）
『大般若波羅蜜多経第三会』59巻 31品に相当する。ただし、山田龍城先生が「普通第三会
と考えられるも、品名は大品に近い81」としている。この経の原本は先述の般若経典の成立






















































bka’ ’gyur（経部）所蔵の shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa（蔵
訳二万五千頌般若）略称『蔵 25』の原本は、先述の般若経典の成立史における第２期すな
わち経典の増広期（紀元後 100年～300年）に成立したと考えられる。同じ二万五千頌般若
には梵本と玄奘訳（660～663年）『大般若波羅蜜多経第二会』78巻 85品と bstan 'gyur（論
部）所蔵の shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa（蔵訳二万五千















４．Qrya a2wqda1asqhasrikq praj`qpqramitq nqma mahqyqna s[tra（一万八千頌般若） 
５．Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq_s[tra（二万五千頌般若）8品 















 『大般若波羅蜜多経第三会』は Qrya a2wqda1asqhasrikq praj`qpqramitq nqma mahqyqna s[tra（一
万八千頌般若）の漢訳であり89、’phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa khri brgyad 


















Qryapa`cavi/1atikqyq/ praj`qpqramitqyqm abhisamayqla/kqrqnusqreza sa/1odhitqyq/ 































    tatra buddhatvqrthino bodhisattvasya cittopqdqdi_sarvqkqra_parij`qnqdau phala_nirde1ena  
    sarvqkqraj`atq kathitq sq na vinq 1rqvaka_mqrgqdi_parij`qneneti tad_anu mqrgaj`atq. sq ’pi na  
    sarva_vastu_parij`qnam antarezeti tad_anantara/ sarvaj`atq. tata4 sarvathqiva/  
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    prqpta_tri_sarvaj`atq_va1itvqrtha/ puna4 sarvqkqra_mqrga_vastu_j`qna_prakqra_sa/graheza  
    tri_sarvaj`atq_bhqvanayq ’dhigamya sarvqkqrqbhisambodha/ vi1e2a_mqrgeza  
    prakar2a_paryantqdhigama_lqbhqn m[rdhqbhisamayam qsqdya vyasta_samasta_bhedena  
    vibhqvitqn arthqn praguz]k3tya ni1cayqya sqk1qt karotiti viditvq ’nup[rvqbhisamaya/ punar  
    api sv_abhyast]karazqya vibhqvitaikak2azqbhisambhodhqnantara/ dvit]ye k2aze  
    dharmakqyqbhisambodha/ samyag abhigacchat]ti samqsato ’2wqbhisamaya4  
    praj`qpqramitqyq/ pizfqrtha4. 
    仏果(buddhatva)を求める菩薩に、初めに果を示すから、発心等の一切の形相を熟知す 
    る一切相智性が説かれたのである。それは声聞道などを熟知しないでは（得られ）な 
    いから、つぎに道智性が、（そして）それも一切の事物を熟知しないでは(得られ)ない 
    から、つぎに一切智性が（説かれたのである）。つぎに、このように獲得せられた三つ 
    の一切智性について、あらゆる場合に自在(va1itva)となるために、ふたたび一切相と道 
    と事物との種々の智を包括して三つの一切智性を修習することによって一切相現等覚 
    を証得し、勝進道によって最勝究竟の証得をうることから頂現観を得て、個別と全体 
    との別によって、修習されたもろもろの意義を整理して確定するために直観するとい 
    う次第現観を認識して、さらにまたよく修習するために一刹那現等覚が修習されたの 
































はなく、玄奘訳（660～663 年）『初会』400 巻 79 品にこれがある。龍樹（150～250 年）の
『大智度論』に 
  摩訶衍甚多無 量無限。如此中般若波羅蜜品有二萬二千偈。大般若品有十萬偈。104 
  摩訶衍は甚だ多く、無量無限なり。此の中般若波羅蜜品の如きは二萬二千偈有り。大 






























































類聚されており、施度 3巻 26章、戒度 1巻 15章、忍度 1巻 13章、進度 1巻 19章、禅度 1


























５．『蔵 18』の常啼菩薩求法譚 大品系 
６．鳩摩羅什訳（404年）『大品』の常啼菩薩求法譚 大品系 




11．『蔵 08』の常啼菩薩求法譚 小品系 























  常悲菩薩本生は般若経の常啼菩薩求法因縁談を釈尊の本生談としたもので、般若経の 
  方がこの本生談から取ったものとは思えない。それは上述の通り（六度集経第六十六 
  の「小児本生」、第六十五の「意専著空不能空空還于本無121」の句の存在を指す）、この 
  六度集経は般若経を十分に知って居るのであるから、常啼菩薩因縁談のある般若経を 
  知らなかったとは思えないからである。而して本書の般若経に関する部分について見 
  るに、現存諸般若経中では、道行般若のものに最も近いものであることが知られる。 
  故に六度集経の伝統と、道行般若の伝統とは相等しい系統のものであると言うべきで、 
  この点も注意すべきであろう。以上諸点から見て、本経の少なくも根幹が成立したの 
  は世紀 2 世紀中であると言い得べく、純大乗の本生経集成本としては最古のものに属 




  常啼菩薩品は『六度集経』から脱化して存在し、それを放光系統が付加し、また道行 
  系統も添加し、従って別々に虚説ならざるを証するものとして付加されたのかもしれ 
  ない。果たして然らば最後の嘱累品は『道行経』と『放光経』と別々に異なったもの 
  となったのであろうし、それが『小品経』となれば、既に『大品経』の影響を受ける 
  ことに依って一致するに至ったものであるかも知れない。何れにしても右の如く考え 
  る時、常啼菩薩品は古きものとなる。しかしそれは『道行経』乃至『放光経』系統の 
  第一流通分迄の内容が存し得て、初めて虚説ならざるを証するものとして価値を有し 
  て来るのであるから、般若経の本質的なものではない。また題材を『六度集経』に求 
  めるとしても、それから現実の形態に発展するのには理論的根底として原始般若経以 
  後の体系がなければならないから、何れにしても純粋本質としての原始般若経の体系 
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  常啼ということが仏滅後の仏徒の哀切の情を写したものとすると、六度集経と道行・ 
  大明度の記述を、それに契うものとしなければならないが、そうすると少なくとも 
  六度集経の物語は、道行・大明度に先行するか、又は其に依ったものかであり、その 
  他の諸本を知らないものとしなければならぬ。般若諸本の如く、常啼を今現にある菩  
  薩とするものが古い形であるか、六度集経の如く、常啼を釈尊の前生とする方が古い 
  形か、これだけは論定することが出来ず、六度集経はその性質上、常啼を釈尊の前生 
  としなければならないのではあるけれども、後に言うこの物語が見仏三昧に関係する 
  ところ多い点から考えてみると、六度集経のそれが先行であって、道行、大明度の如 
  く変化され、更に他の諸本の如くなされたものであると想像する方が妥当の様に思わ 


































                      『金光明經』『華厳經』 
    [原 常悲菩薩説話]      『六度集経』常悲菩薩の物語   『經律異相』 
                   『般若経』常啼菩薩の求法捨身説話 





































  常啼菩薩品の題材は古くして、既に『六度集経』に認められ、そしてその脱化したも 
  のであろうとさえ云われる。これが附加されるに至ったのは、道行と放光と何れが早 
  かったかは定かには判じ兼ねる。―中略―『道行経』乃至『放光経』系統の第一流通 
  分迄の内容が存在し得て、初めて虚説ならざるを証するものとして価値を有して来る 
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  のであるから、般若経の本質的なものではない。また題材を『六度集経』に求めると 
  しても、それから現実の形態に発展するのには理論的根底として原始般若経以後の体 





















































成立期 道行般若経の章品 菩薩の階位 
第一期 道行品第一   新学菩薩 阿惟越致   
第二期 難問品第二     阿惟越致菩薩   
  





  漚和狗舎羅助品第四   新学菩薩 阿惟越致菩薩   
  泥犁品第五         
  清浄品第六   隨般若波羅蜜教住者     
  蜜嘆品第七   隨般若波羅蜜教者     
  





  覺品第九   新学菩薩     
  照明品第十 新発意者 新学菩薩     
  不可計品第十一         
  譬喩品第十二   阿闍浮菩薩 阿惟越致菩薩   
  分別品第十三         
  本無品第十四   新学菩薩     
  阿惟越致品第十五     阿惟越致菩薩   
        阿惟越致   
  怛竭優婆夷品第十六     阿惟越致菩薩   
  守空品第十七     阿惟越致菩薩   
        阿惟越致   




  善知識品第十九         
  釋提桓因品第二十         
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  貢高品第二十一     阿惟越致   
        阿惟越致菩薩   










阿惟顔菩薩   
  強弱品第二十四     阿惟越致   
  累教品第二十五     阿惟越致   
第三期 不可盡品第二十六     阿惟越致   
  隨品第二十七         
第四期 薩陀波倫菩薩品第二十八     阿惟越致   
  曇無竭菩薩品第二十九   阿闍浮 阿惟越致   























  釋提桓因佛に問て言く。新發意菩薩は其の歡欣を助けて人に勸め141、何等の福を得るや。 
  隨次第上菩薩は其の歡欣を助けて人に勸め、何等の福を得るや。乃至、阿惟越致は阿 








  從る143ところの其の福、量るべからず。佛、釋提桓因に語く。一佛境界に尚せて斤兩を 
  稱り知るべし。阿闍浮菩薩は其の歡欣を助けて人に行勸す。其の福に科限有ること無 
  し。佛、釋提桓因に語く。一佛境界中の諸海に有る所の水を取るに、一髮を破りて百 
  分と爲す中從り一分を取り、一分之髮を以て海水を盡く取る。尚（そのうえ）幾渧（し 
  ずく）か數え知るべし。阿惟越致菩薩は其の歡欣を助けて人に行勸す。其の福、數ふ 

















第一位 初発意菩薩 新発意菩薩 

































  當に臺の中央に七寶塔有り。又た四色の寶を以て函を作す。紫磨金薄を以て素と爲し 





khang bu brtsegs pa de’i dbus su rin po che sna bdun gyi khri bzhi btsugs te / de’i 
steng du rin po che’i sgrom bzhi bzhag nas / de’i nang du shes rab kyi pha rol tu 
phyin pa gser gyi glegs bam la bai d[ rya bzhu bas bris pa bcug ste / khang bu 
brtsegs pa de ’ang dar gyi chun po sna tshogs rnam pa tha dad pa ’phyang bas 
brgyan to /150 
  その楼閣の中央に七宝の四座が設けられ、その上に四つの宝の函が置かれ、その中に 
  黄金の板に瑠璃を溶かして書かれた般若波羅蜜多が入れられ、その楼閣もまた様々な 
  種類の異なった絹の布によって飾られていた。 
de ni khang bu brtsegs pa ’di’i nang na gser gyi glegs bam la bai d[ rya bzhu bas bris 
pa / ’phags pa byang chub151 sems dpa’ sems dpa’ chen po chos ’phags kyis rgya 
bdun gyis btab nas bzhag ste / nged kyis khyod la bstan par dka’o /152 
  それはこの楼閣の中に、黄金の板に瑠璃を溶かして書かれ、聖者法上菩薩摩訶薩が、 




  其の臺の中に七寶の大床有りて、四寶の小床を重ねて其の上に敷き、黃金を以て般若 
  波羅蜜を牒書して小床の上に置き、種種の幡蓋莊嚴もて其の上に垂覆す154。 
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  釋提桓因言。善男子。是臺中有七寳大床。四寳小床重敷其上。以黄金牒書般若波羅蜜  
  置小床上。曇無竭菩薩以七寶印印之。我等不能得開以示汝。155 
  釋提桓因言く、善男子、是の臺の中に七寶の大床有り、四寶の小床重ねて其の上に敷 
  く、黃金牒を以て般若波羅蜜を書し、小床の上に置き、曇無竭菩薩七寶の印を以て之 
  に印ず。我等は能く開ひて以て汝に示すことを得ずと。156 
『蔵 25』 
rtseg khang de’i nang na157 rin po che sna bdun las byas pa’i khri bzhag ste / de’i   
steng du rin po che’i sgrom bzhi bzhag go / de’i nang na shes rab kyi pha rol du 





brgya byin gyis smras pa / ’o na lha khang brtseg ma’i nang na / gser gyi glegs   
bam161 la bai f[ rya162 mthing ga163 zhun mas bris pa / byang chub sems dpa’ sems   
dpa’ chen po chos kyis ’phags pas / rgya bdun164 gyis btab ste bzhag pas / de bdag 
cag gis khyed la bstan du mi rung ngo /165 
  憍尸迦が答えた。神聖なる楼閣の中に、藍色の瑠璃を溶かして書いた黄金の板（があ 
  る）。法上菩薩摩訶薩によって七つの印章が捺されて安置されているので、それを我々 




  天帝釋言はく、大士、知るや不や。甚深般若波羅蜜多は此の臺中の七寶座上の四寶の 





  善男子。在此七寶篋中黄金鍱上。曇無竭菩薩七處印之。我不得示汝。169。 
  善男子よ、此の七寶の篋中、黃金鍱の上に在り。曇無竭菩薩七處で之を印ず（判を押 










  其の臺中に七寶の床有り、而して彼の床の上に七寶の函を安ず。黃金鍱を以て（もち 
  いて）是の摩訶般若波羅蜜多正法を書き函內に置く。種種の珍寶が周匝圍繞し、其の 
  臺の四角に四つの白銀香爐を安じ、黑沈水香を燒く。摩訶般若波羅蜜多正法を供養す 
  るは是の緣を以ての故なり。我等諸天虛空中に於て散華供養す。爾の時、常啼菩薩摩 
  訶薩、帝釋天主に白して言さく。憍尸迦よ、汝の所說の如く是の諸佛母及び菩薩母摩 
  訶般若波羅蜜多正法は、微妙甚深、最上希有なり。汝、方便を以て能く我に示すべし。 
  帝釋天主言く。善男子よ彼の摩訶般若波羅蜜多正法は七寶の函の內に在り。彼の法上 
  菩薩摩訶薩が七寶の印を以て之を印ず。我に方便無し。いかんがよく汝に示さんや。 
『蔵 08』 
khang pa brtsegs pa de'i dbus su rin po che sna bdun las byas pa'i khri bzhi 
btsugs171 te de'i steng du rin po che'i sgrom bzhi bzhag nas de'i nang du shes rab 
kyi pha rol tu phyin pa gser gyi glegs bam la bai d[ rya bzhu bas bris pa bcug ste 
khang pa brtsegs pa de yang dar gyi chun po sna tsogs rnam pa tha dad pa 'phyang 
bas brgyan to /172 
    その楼閣の中央に七宝で造られた四座が設けられ、その上に四つの宝の函が置かれ、 
  その中に黄金の板に瑠璃で書かれた般若波羅蜜蜜が入れられ、その楼閣もまた様々な 
  種類の異なった絹の布によって飾られていた。 
    brgya byin gyis smras pa / rigs kyi bu de ni khang pa brtsegs pa 'di'i nang na gser  
  gyi glegs bam la bai d[ rya bzhu bas bris pa 'phags pa byang chub sems dpa' sems  
  dpa' chen po chos 'phags kyis rgya rim bdun gyis rgyas btab nas bzhag ste nged kyis  
  khyod la bstan par dka'o /173 
    善男子よ、それはこの楼閣の中において、黄金の板に溶かした瑠璃によって書かれ、 
  聖者法上菩薩によって七つの印で封印されて置かれていて、汝に示すことは難しいの 
  です。 
ASPP 
  tasya ca k[wqgqrasya madhye sapta_ratna_maya4 paryaxka4 praj`apto ’bh[t caturzq/ ratnqnq/  
  pefq k3tq yatra praj`qpqramitq prak2iptq suvarza_pawwe2u likhitq vil]nena vaif[ryeza /174 
  そして、その楼閣の中央には七宝からなる床が設けられており、四宝の函が作られ、 
  溶かした猫目石で黄金の板に書かれた智慧の完成がそこに入れられていた。 
  e2q kula_putrqsya k[wqgqrasya madhye suvarza_pawwe2u vil]nena vaif[ryeza likhitvq qryeza  
  Dharmodgatena bodhisattvena mahqsattvena saptabhir mudrqbhir mudrayitvq sthqpitq sq na  







    金牒に記す 函に入れる 印で封ず 
『道行』 小品系 ○ ○   
『大明』 小品系 ○ ○   
『放光』 大品系 ○ ○ ○ 
『蔵 18』 大品系 ○ ○ ○ 
『大品』 大品系 ○ ○ ○ 
『蔵 25』 大品系 ○ ○ ○ 
『初会』 十万頌 ○ ○ ○ 
『小品』 小品系 ○ ○ ○ 
『仏母』 小品系 ○ ○ ○ 
『蔵 08』 小品系 ○ ○ ○ 










  諸菩薩有受經者誦者書者定經原者。178 












  時の世佛無く、經典悉く盡き、沙門賢聖の衆を覩ざりしかば、常に佛を覩て經の妙旨 
39 
 





  至尊の上德菩薩を法來と名づく。彼の諸聖に於て猶し星の月有るがごとし。諸の經典 
















  願くは佛よ、我を哀れみ、我が繫（煩悩）を斷ち、吾が結（煩悩）を解き、吾が盲を 














































































  菩薩は是の中從り、已に阿惟越致を得、字（空209）を學び、終に復た般若波羅蜜を失わ 
  ず。是の如く菩薩はすでに般若波羅蜜中に在りて住す。阿羅漢の法を學ばんとするな 
  らば、當に般若波羅蜜を聞くべし、當に學すべし、當に持すべし、當に守すべし。辟 
  支佛の法を學ばんとするならば、當に般若波羅蜜を聞くべし、當に學すべし、當に持 
  すべし、當に守すべし。菩薩の法を學ばんとするならば、當に般若波羅蜜を聞くべ 
  し、當に學すべし、當に持すべし、當に守すべし。 
「聞く」、「学す」、「持す」、「守す」という行為のみが示されている。この中で「持す」は






  ata1 ca bodhisattvo mahqsattvo ’vinivartan]yo’nuttarqyq4 samyaksa/bodher 
  ++++++ .. .. e2o uvari[k2](i)davo°avi .. +++++(1-25:)+ 
                 upapar]k2itavya4 avirahita1 ca bodhisattvo mahqsattva4 
   +++++[tae]° vedaidavo°2avagabhumie va 1ik2amazeza° 
  praj`qpqramitqyq veditavya4 / 1rqvakabh[mqv api 1ik2itukqmena 
  ayameva pra`aparamida 1odava° 
  iyam eva praj`qpqramitq 1rotavyq 
  udgrah]tavyq dhqrayitavyq vqcayitavyq paryavqptavyq pravartayitavyq / ihaiva  
  praj`qpqramitqyq/ 1ik2itavya/ yogam qpattavyam / pratyekabuddhabh[mqv api  
  1ik2itukqmena iyam eva praj`qpqramitq 1rotavyq udgrah]tavyq dhqrayitavyq dhqrayitavyq  
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  vqcayitavyq paryavqptavyq pravartayitavyq / ihaiva praj`qpqramitqyq/ 1ik2itavya/ yogam  
  qpattavyam / bodhisattvabh[mqv api 1ik2itukqmena iyam eva praj`qpqramitq 1rotavyq  
  udgrahah]tavyq dhqrayitavyq vqcayitavyq paryavqptavyq pravartayitavyq / ihaiva  
  praj`qpqramitqyqm upqyakau1alyasamanvqgatena sarvabodhisattvadharmasamudqgamqya  
  yoga4 karaz]ya4 / 210 
  この故、菩薩大士は無上正等正覚から退転せざる者（となる）。そして、思惟を離れな 
  い時に、菩薩大士は般若波羅蜜を得る。声聞地を学ばんと欲する者によってもまた、 
  まさにこの般若波羅蜜は聞かれるべきであり、会得されるべきであり、保持されるべ 
  きであり、読誦されるべきであり、完全に理解されるべきであり、勤められるべきで 
  ある。まさに今、般若波羅蜜を学ぶべきであり、瞑想に入るべきである。独覚地を学 
  ばんと欲する者によってもまた、まさにこの般若波羅蜜は聞かれるべきであり、会得 
  されるべきであり、保持されるべきであり、読誦されるべきであり、完全に理解され 
  るべきであり、勤められるべきである。まさに今、般若波羅蜜を学ぶべきであり、瞑 
  想に入るべきである。菩薩地を学ばんと欲する者によってもまた、まさにこの般若波 
  羅蜜は聞かれるべきであり、会得されるべきであり、保持されるべきであり、読誦さ 
  れるべきであり、完全に理解されるべきであり、勤められるべきである。まさに今、 
  般若波羅蜜における善巧方便を具足して、一切の菩薩の法の成就のために瞑想が為さ 
  れるべきである。 
ここにはサンスクリットの 1rotavyq（√1ru（聞く）の gerundive）にあたるガンダーラ語 1odava
のみが確認できる。ASPP の対応箇所にはさらに、ud √grah（会得する）、√dh3（保持する）、





  る者と雖も、當に其の經卷を持すべし。若しは人、若しは鬼神、中害する（こと）能 




















































  る者と雖も、當に其の經卷を持すべし。若しは人、若しは鬼神、中害する（こと）能 








































  ろ般若波羅蜜を取らん。何を以ての故に。我れ敢て舍利を敬わざるにあらず。天中天。 
  （般若波羅蜜の）中從り舍利出る。般若波羅蜜を供養する（時）、（般若波羅蜜の） 
































































































般若波羅蜜の書写は A 期では見られず、BCEF 期に見られる。A 期において示されるのは
「聞く」「学す」「持す」「守す」という行為である。特に F 期では、 
    常持諦了了取字。諦了了念書。作字莫使缺減。諦視書莫左右望。231 
    常に持し 諦
つまびらか
に了了（明らかな様）に字を取り。諦に了了に書すを念じ、字を作すに 



































































これらの旅行記の記録も Naupur や Zargaran の事例と符合する。 
 考古学的には碑文研究の成果により、紀元前 2 世紀には仏塔における舎利供養に出家者
が参加していることが確認されている241。また、仏塔のレリーフにも出家者の参加が確認で
きる。 
































































tasya ca k[wqgqrasya madhye sapta_ratna_maya4 paryaxka4 praj`apto ’bh[t caturzq/ ratnqnq/ 




ットの Naupur の事例についても塚本啓祥先生の報告がある。 
Gilgit の西 1.3km の Naupur 村の仏塔で、1931年に多数の樺皮と紙の Skt写本が発見
された。そこには４基の塔があり、写本が出土した塔(c)は、二重の基壇をもち、その
より低い基壇は 6.6mの方形で、次の基壇は約 60cm小さくなっている。塔高は 12～15m
で、覆鉢の中に直径 2.4mの円形の室があり、その中に 5個の木製の箱があって、その

































大塔、タクシラのダルマラージカーB 塔、R 塔、S 塔、ビーラマーン第２、第３塔等、ナー


























































S：常悲菩薩、薩陀波倫菩薩、普慈闓士、薩陀波崙菩薩、常啼菩薩、rtag tu ngu、rtag bar rap 
tu ngu ba、Sadqprarudita 
D：法来菩薩、曇無竭菩薩、法来闓士、法上菩薩、chos ’phags、chos kyis ’phags pa、
Dharmodgata 
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1059a 
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141c 
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141c 




     ○ 
416b 
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1059c 
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182ab 







































































































































































































































































  六度 道行 大明 放光 蔵 18 大品 蔵 25 初会 小品 仏母 蔵 08 ASPP 









































































































































































































































































           

























































































































































































54 仏の相好を得  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
60 
 
ると Sが告げる 472c 505a 143c 190b 419a 363a 1063b 582c 671b 270ab 948 
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1063c 
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1063c 
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1063c 
1064a 
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582c 





















































































































































































      
75 父母自身も同
行を決める 




































































































































































   道行 大明 放光 蔵 18 大品 蔵 25 初会 小品 仏母 蔵 08 ASPP 
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1068b 
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1068b 
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1068c 
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1068c 
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1068c 
1069a 
    
         407     
103 三千世界が六種に
震動する 
























































   道行 大明 放光 蔵 18 大品 蔵 25 初会 小品 仏母 蔵 08 ASPP 




































































109 長者女たちは S に
身を差し出す 

































































































   道行 大明 放光 蔵 18 大品 蔵 25 初会 小品 仏母 蔵 08 ASPP 






















































































































































































































474c 506a 146a 423a 1071a 585c 675c 






































































































































































































         






















































































































         
144 山中の響声の喩に
より、成仏身の因
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         以 上 法
涌 菩 薩
品 






















   道行 大明 放光 蔵 18 大品 蔵 25 初会 小品 仏母 蔵 08 ASPP 































      ○445 
379a 




















   
       以 上
法 尚
品 
















































































































































































































































































































































































  野馬本無所從來去亦無所至。佛亦如是。488 























































































































 常啼品 法上品 嘱累品 
『道行』        
『大明』        
『放光』        
『蔵 18』        
『大品』        
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『蔵 25』        
『初会』        
『小品』        
『仏母』        
『蔵 08』        
 ASPP        
        
















































































































本八千頌般若の第 1～8 章と第 16～23 章に相当する部分訳であるので常啼菩薩求法譚が最
初から存在していなかったと考えられる。『宝徳蔵般若波羅蜜経』は八千頌般若の内容を 32
章 302 の詩頌に要約したものである。sadqprarudita(常歡喜品第三十)14 偈、dharmodgata(出
法品第三十一)18 偈、par]ndanq(善護品第三十二)6偈が常啼菩薩求法譚に該当するが、他経
同 様 の 常 啼 菩 薩 求 法 譚 は 最 初 か ら 存 在 し て い な か っ た と 考 え ら れ る 。
Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq（梵本二万五千頌般若）と bstan 'gyur（論部）所蔵の shes 


















 般若経の増広期は紀元後 100 年から 300 年とされ508、なおかつ龍樹（150～250年）の『大
智度論』に 






わかる。!atasqhasrikqpraj`qpqramitq（以下『梵本十万頌般若』）と shes rab kyi pha rol tu phyin 




















































de shes rab kyi pha rol tu phyin pa tshol ba na / dgon pa na ’dug pa’i tshe bar snang 
las ’di skad du rigs kyi bu shar phyogs su song shig dang / de nas shes rab kyi pha 
rol tu phyin pa thos par ’gyur ro / ci nas kyad lus dal ba’i yid la byed pa mi skye ba 
dang / rmugs pa dang gnyid kyi yid la byed pa mi skye ba dang / zas kyi yid la byed 
pa mi skye ba dang / skom gyi yid la byed pa mi skye ba dang / mtshan mo’i yid la 
byed pa mi skye ba dang / nyin bar kyi yid la byed pa mi skye ba dang / grang ba’i 
yid la byed pa mi skye ba dang / tsha ba yid la byed pa mi skye ba de ltar song shig / 
phyi rol dang nang gang la ’da sems ma ’jog shig / rigs kyi bu g.yon du lta shing 
ma ’gro shig / g.yas su ma lta shig / nub phyogs dang / byang phyogs dang / bla 
dang ’og dang mtshams527 rnams su lta zhing ma ’gro zhig / rigs kyi bu ci nas 
kyang ’jig tshogs la mi g.yo ba dang / gzugs la mi g.yo ba dang / tshor ba dang / ’du 







































sgra des rtag par rab tu ngu ba'i byang chub sems dpa' sems dpa’ chen po la 'di skad 
smras so / / rtag par rab tu ngu ba'i rigs kyi bu legs so / / legs so / / de nas yang rtag 
par rab tu ngu pa'i byang chub sems dpa' sems dpa' chen pos stong pa nyid dang / 
mtshan ma med pa dang / smon pa med pa'i sangs rgyas kyi chos la khyod kyis mos 
pa bskyed de / shes rab kyi pha rol tu phyin pa btsal bar bya'o / / mtshan ma spangs 
pa dang / dngos po spangs pa dang / sems can du lta ba khyod kyis spang bar bya'o  
/ / rigs kyi bu khyod kyis sdig pa'i grogs po rnams spang bar bya'o / / gang stong pa 
nyid dang / mtshan ma med pa dang smon pa med pa dang / mngon par 'du mi byed 
pa dang / ma byung ba dang / ma skyes pa dang / dngos po med pa dang / ma 'gags 
pa'i chos 'chad pa'i dge ba'i bshes gnyen dag bsnyen par bya / bsten par bya / bsnyen 
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bu mo rigs kyi bu de ni gang la nged kyis bslabs na / sems can thams cad rjes 
su ’brang bar ’gyur ba dang bla na med pa yang dag par rdzogs pa’i byang chub 
mngon par sangs rgyas nas / lus gser gyi kha dog lta bur ’gyur ba dang / skyes bu 
chen po’i mtshan sum cu540 rtsa gnyis dang / dpe byad bzang po brgyad cu dang 
/ ’od ’dom gang ba dang / ’od zer mtha ’yas pa dang / byams pa chen po dang / snying 
rje chen po dang / dga’ ba chen po dang / btang snyoms chen po dang / mi ’jigs pa 
bzhi dang / so so yang dag par rig pa bzhi dang / de bzhin gshegs pa’i stobs bcu dang 
/ sangs rgyas kyi chos ma ’dres pa bco brgyad541 dang / nyams par mi ’gyur ba’i 
mngon par shes pa lnga dang / tshul khrims rnam par dag pa bsam gyis mi khyab 
pa dang / ting nge ’dzin rnam par dag pa bsam gyis mi khyab pa dang / shes rab 
rnam par dag pa bsam gyis mi khyab pa dang / gzhan yang sangs rgyas kyi chos 
ma ’dres pa bsam gyis mi kyab pa rnams dang / bla na med pa yang dag par rdzogs 
pa’i byang chub tu mngon par ’tshang rgya ba dang / gang sems can thams cad la 
























＜第 4 場面＞ 
父母が「常啼菩薩とは何者か」と問うたのに対し長者女が常啼菩薩について説明する。そ























『大品』『初会』は第 3 場面と同じ内容を繰り返すが、『蔵 25』は繰り返さない。『初会』に
のみ三智が説かれる。 
 

















bdag kyang 'di ltar sangs rgyas kyi chos bla na med pa thams cad mkhyen pa'i bar 
du gang khyod kyis bshad pa de lta bu'i sangs rgyas kyi chos rnams yongs su rdzogs 
par bya'o zhes smras so / / de bas na yab yum nor mang po phal cher bdag la stsal te 
/ bdag rigs kyi bu 'di dang lhan cig tu 'phags pa byang chub sems dpa' sems dpa' 






























lha’i dpang po brgya byin gyis / byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po rtag par 
rab tu ngu ba la ’di skad smras so / / rigs kyi bu khyod mi shes sam / ’di ni shes rab 
kyi pha rol du phyin pa ste / byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po rnams kyi gces 
pa’i yum / skyed par mdzad pa bskrun pa / gtso mo yin te gang la bslabs na / byang 
chub sems dpa’ sems dpa’ chen po rnams yon tan thams cad kyi pha rol du phyin pa 
dang / sangs rgyas kyi chos thams cad dang / thams cad mkhyen pa nyid thob 
par ’gyur ba’o / de skad smras pa dang / byang chub sems dpa' sems dpa' chen po 
rtag par rab tu ngu bas / lha'i dbang po brgya byin la 'di skad smras so / / kau shi ka 
shes rab kyi pha rol tu phyin pa byang chub sems dpa' sems dpa' chen po rnams kyi 



































de nas byang chub sems dpa' sems dpa' chen po rtag par rab tu ngu ba / sa phyogs 
de chag chag gdab pa'i phyir kho ra khor yug tu chu btsal na / sa phyogs de chag 
chag gdab pa'i chu bdud sdig to can gyis ci nas kyang byang chub sems dpa' sems 
dpa' chen po rtag par rab tu ngu ba chu ma rnyed nas / sems la sdug bsngal ba dang 
/ yid mi dga' ba dang / sems gzhan du gyur te / de'i dge ba'i rtsa ba med par gyur 
cing / mchod pa de yang ngan par 'gyur ba de lta bur bya ba'i phyir / chu de med pa 




















































de la byang chub sems dpa' sems dpa' chen po chos kyis 'phags pa shes rab kyi pha 
rol tu phyin pa'i chos 'chad pa ni 'di lta ste / chos thams cad mnyam pa nyid pas / 
shes rab kyi pha rol tu phyin pa mnyam pa nyid do / / chos thams cad rnam par 
dben pas / shes rab kyi pha rol tu phyin pa rnam par dben no / / chos thams cad mi 
g.yo ba nyid kyi phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa mi g.yo ba nyid do / / chos 
thams cad sems pa med pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa sems pa med pa 
nyid do / / chos thams cad mnan pa med pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa 
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mnan pa med pa nyid do / / chos thams cad ro gcig pa'i phyir/ shes rab kyi pha rol tu 
phyin pa ro gcig pa nyid do / / chos thams cad mtha' yas pa'i phyir / shes rab kyi pha 
rol tu phyin pa mtha' yas pa nyid do / / chos thams cad skye ba med pa'i phyir / shes 
rab kyi pha rol tu phyin pa skye ba med pa nyid do / / chos thams cad 'gag pa med 
pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa 'gag pa med pa nyid do / / nam mka' 
mtha' yas pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa mtha' yas pa nyid do / / rgya 
mtsho mtha' yas pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa mtha' yas pa nyid do / / 
ri rab lta bur rnam pa sna tshogs pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa rnam 
pa sna tshogs pa nyid do / / nam mkha' ltar rnam par mi rtog pa'i phyir / shes rab 
kyi pha rol tu phyin pa rnam par mi rtog pa nyid do / / gzugs mtha’ yas pa’i phir / 
shes rab kyi pha rol tu phyin pa mtha’ yas pa nyid do / / de bzhin du tshor ba dang 
/ ’du shes dang / ’du byed dang / rnam par shes pa mtha’ yas pa’i phyir / shes rab kyi 
pha rol tu phyin pa mtha’ yas pa nyid do / / sa'i khams mtha' yas pa'i phyir / shes 
rab kyi pha rol tu phyin pa mtha' yas pa nyid do / / de bzhin du chu'i khams dang / 
me'i khams dang / rlung gi khams mtha' yas pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu 
phyin pa mtha' yas pa nyid do / / nam mkha'i dbyings mtha' yas pa'i phyir / shes rab 
kyi pha rol tu phyin pa mtha' yas pa nyid do / / rdo rje lta bur chos thams cad 
mnyam pa nyid du gyur pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa mnyam pa nyid 
do / / chos thams cad 'jig pa med pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa 'jig pa 
med pa nyid do / / chos thams cad dmigs su med pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu 
phyin pa dmigs su med pa nyid do / / chos thams cad rnam par 'byed pa mnyam pa 
nyid kyi phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa mnyam pa nyid do / / chos thams 
cad g.yo ba med pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa g.yo ba med pa nyid do / 
/ chos thams cad bsam gyis mi khyab pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa 





























































de nas byang chub sems dpa' sems dpa' chen po rtag par rab tu ngu ba de bzhin du 
'dug pa las / / de'i tshe chos thams cad mnyam pa nyid yin pa'i phyir / chos thams 
cad mnyam pa nyid ces bya ba'i ting nge 'dzin nges par byed574 do / / chos thams cad 
rnam par dben pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chos thams cad g.yo ba med pa 
zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chos thams cad sems pa med pa zhes bya ba'i ting 
nge 'dzin dang / chos thams cad mi non pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chos 
thams cad ro gcig pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chos thams cad mtha' yas pa 
zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chos thams cad skye ba med pa zhes bya ba'i ting 
nge 'dzin dang / chos thams cad 'gag pa med pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / 
nam mkha' mtha' yas pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / rgya mtsho mtha' yas pa 
zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / ri rab rnam pa sna tshogs pa zhes bya ba'i ting 
nge 'dzin dang / nam mkha' lta bu zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / gzugs mtha' 
yas pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / tshor ba dang / 'du shes dang / 'du byed 
dang / rnam par shes pa mtha' yas pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / sa'i khams 
mtha' yas pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chu'i khams dang / me'i khams dang 
/ rlung gi khams mtha' yas pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / nam mkha'i khams 
mtha' yas pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / rdo rje lta bu zhes bya ba'i ting nge 
'dzin dang / chos thams cad mi phyed pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chos 
thams cad kyi ngo bo nyid dmigs su med pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chos 
thams cad rnam par 'jig pa mnyam pa nyid ces bya ba'i ting nge 'dzin dang /chos 
thams cad spyod pa med pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin dang / chos thams cad bsam 
gyis mi khyab pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin rnams575 shes rab kyi pha rol tu phyin 
pa bshad pa na rab tu thob par 'gyur576 te/ de la sogs pa ting nge 'dzin gyi sgo stong 
phrag drug cu577 byang chub sems dpa' sems dpa' chen po rtag par rab tu ngu bas 














































de nas bcom ldan 'das kyis tshe dang ldan pa kun dga' bo la 'di skad ces bka' stsal to 
/ / kun dga' bo rnam grangs 'dis 'di ltar rig par bya'o / / shes rab kyi pha rol tu phyin 
pa ni byang chub sems dpa' sems dpa' chen po rnams kyi thams cad mkhyen pa'i ye 
shes thob par byed pa'o / / de bas na kun dga' bo byang chub sems dpa' sems dpa' 
chen po thams cad mkhyen pa'i ye shes thob par 'dod pas / shes rab kyi pha rol tu 
phyin pa 'di la spyad par bya'o / / de nas yang bcom ldan 'das kyis tshe dang ldan pa 
kun dga' bo la bka' stsal pa / kun dga' bo khyod kyis byang chub sems dpa' sems 
dpa' chen po rnams la phan gdags pa'i phyir / shes rab kyi pha rol tu phyin pa 'di 
gzung zhig / chongs shig / lhogs shig / kun chub par gyis shig / gzhan la yang rgyas 
bar ston cig / kun dga' bo shes rab kyi pha rol tu phyin pa 'di ni byang chub sems 
dpa' sems dpa' chen po rnams kyis kyang mnyan par bya/ gzung bar bya / bcang bar 
bya / klag par bya / kun chub par bya / bsgrag par bya / bstan par bya / bshad par 
bya / kha ton du bya / rab tu bsgom par bya ste / de bzhin gshegs pa'i byin gyis583 
brlabs kyis chung du na / glegs bam chen po la yi ge gsal bar bris te me tog dang / 
bdug pa dang / spos dang / phreng pa dang / byug pa dang / phye ma dang / gos dang 
/ gdugs dang / rgyal mtshan dang / ba dan dang / kho ra khor yug tu yang mar me'i 
phreng ba rnam pa du mas mchod cing / rim gror bya / bla mar bya / bsti584 stang 
du bya / mchod par bya / brjed par bya / gus par bya ste / 'di ni ngas rjes su gdams585 
pa'o / / de ci'i phyir zhe na / kun dga' bo / byang chub sems dpa' sems dpa' chen po 
rnams kyi bla na med pa yang dag par rdzogs pa'i byang chub ni shes rab kyi pha 












































  第 1場面 第 2場面 第 3場面 第 4場面 第 5場面 
『大品』   一切種智       
『蔵 25』         thams cad mkhyen pa
（一切智） 
『初会』 一切智 一切智智 一切智 一切智   
道相智 道相智 道相智 




    
  
  第 6場面 第 7場面 第 8場面 第 9場面 第 10場面 
『大品』 一切種智 一切智に於て稽留     一切種智 
『蔵 25』 thams cad 
mkhyen pa 
nyid（一切智） 




『初会』 一切智智 一切智に於て稽留 一切智 一切智 一切智智 
道相智 道相智   
























 『蔵 25』の常啼菩薩求法譚以前の章を確認したところ、 
thams cad shes pa nyid ni thams cad shes pa nyid kyis stong / lam gyi rnam pa shes 
pa nyid ni lam gyi rnam pa shes pa nyid kyis stong / rnam pa thams cad mkhyen pa 
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に”thams cad shes pa (nyid)”と”thams cad mkhyen pa (nyid)”が共に使用されており用語
の不統一も見られる594。一方、常啼菩薩求法譚には thams cad mkhyen pa （nyid）一切
智595しか確認することができず、第 5場面においては、 
bdag kyang 'di ltar sangs rgyas kyi chos bla na med pa thams cad mkhyen pa'i bar 
du gang khyod kyis bshad pa de lta bu'i sangs rgyas kyi chos rnams yongs su rdzogs 





れていないことになる。第 10 場面では常啼菩薩求法譚終了後の嘱累品に thams cad 






sarvajñatq sarvajñatayq 1[nyq, mqrgqkqraj`atq mqrgqkqraj`atayq 1[nyq, sarvqkqraj`atq 
sarvqkqraj`atayq 1[nyq597 
『蔵訳十万頌般若』 
thams cad shes pa nyid thams cad shes pa nyid kyis stong ngo / / lam gyi rnam pa 
shes pa nyid lam gyi rnam pa shes pa nyid kyis stong ngo / / rnam pa thams cad 
mkhyen pa nyid rnam pa thams cad mkhyen pa nyid kyis stong ngo / /598 
 
一切智智についても『蔵 25』に 
btsun pa sha radwa ti’i bu599 / shes rab kyi pha rol tu phyin pa la phyag 'tshal lo / / 
gang shes rab kyi pha rol tu phyin pa la phyag 'tshal ba de ni thams cad mkhyen 







nama4 karomi bhadanta 1qradvatiputra praj`qpqramitqyai / / sarvaj`aj`qnqya namasakqra/601 




btsun pa sha ra dwa ti’i bu603 / shes rab kyi pha rol tu phyin pa la phyag 'tshal lo / / 
gang shes rab kyi pha rol tu phyin pa la phyag 'tshal ba de ni thams cad mkhyen 
pa'i ye shes la phyag 'tshal ba'o / /604 






会』のように二品中に完結せず嘱累品と一体化する場合とがある。前者を A とし後者を B
として一覧表に示すと次のようになる。 
A 『道行』『大明』『大品』『仏母』 
B 『放光』『蔵 18』『蔵 25』『初会』『小品』『蔵 08』ASPP 
A 系統は般若経の編纂者が意図的に常啼菩薩求法譚を般若経から切り離そうとするならば
着脱しやすい状態にある。古層の梵本・蔵訳十万頌には常啼菩薩求法譚と嘱累品はなく 72
品で経典が途切れている。この品を『蔵訳十万頌』で確認すると chos nyid mi ’gyur ba bstan 
pa(法性不変品)であり、『初会』では常啼菩薩求法譚直前にある「無動法性品」があたる。

























＜第 2 の可能性＞ 





















dge bka’ ‘gyur dkar chag）に次の記述がある。 
般若十万頌（DNo.8,Ka-Na.）に〔ついて述べる〕。ツェンポ（王）・チデ ソンツェン
（khri lde srong btsan,776-815）の時に建立されたラブムチェンモ（bla ʼbum chen 
mo）、ティデツク（khri lde gstug）のラブムケポ（blaʼbum skya bo）、ジンヨン（mjing 
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yon）のプクブム（spug ʼ bum）、ツァンマ（gtsang ma）のチェブム（bye ʼbum）、ラ
ルパチェン（ral pa can, 806-841）のトゥ クブム（drug ʼ bum）、ナムデラ（gnam sde 
lha）のシャマルツェン（zhal mar can）、ダルマ（dar ma）のショクセルチェン（shog  
ser can）等のツェンポ・ チソンデツェン（btsan po khri srong ldeʼu btsan,742-797）
の治世〔にあっ た〕般若十万頌が６部程あると称された赤と青の備忘録等から派生し
た経典と、民衆が建立した般若十万頌 19部等と、それらから増えたものでとても多く
ある系統から欠落していなくて正しく書かれた原本等とを、ウパ・ ロセル（dbus pa blo 
gsal）とソナムオセル（bsod nams ʼod zer）訳師とギャ ンロン・チャンチュプブム





較すると、常啼菩薩求法譚以前の章に thams cad shes pa 611 , thams cad shes pa 
nyid612,thams cad mkhyen pa nyid613一切智、lam gyi rnam pa shes pa nyid614道相智、
rnam pa thams cad mkhyen pa615、rnam pa thams cad mkhyen pa nyid616一切相智、
thams cad mkhyen pa’i ye shes617一切智智を確認できる。一方、常啼菩薩求法譚は thams 
cad mkhyen pa nyid 一切智が１か所、thams cad mkhyen pa’i ye shes 一切智智は２か所
に確認できるだけである。前者（一切智）は第６場面にあたり、 
lha'i dbang po brgya byin gyis / byang chub sems dpa' sems dpa' chen po rtag tu ngu 
la 'di skad ces smras so / rigs kyi bu 'di ni shes rab kyi pha rol tu phyin pa byang 
chub sems dpa' sems dpa' chen po rnams kyi yum dang yongs su 'dren pa yin te / 'di 
la bslabs pas byang chub sems dpa' sems dpa' chen po dag yon tan thams cad kyi 
pha rol tu phyin pa dang / sangs rgyas kyi chos thams cad dang / thams cad mkhyen 
pa nyid kyang myur du thob par 'gyur ba yin na / khyod mi shes sam / de skad ces 
smras pa dang / byang chub sems dpa' sems dpa' chen po rtag tu ngus / lha'i dbang 
po brgya byin la 'di skad ces smras so / / kau shi ka shes rab kyi pha rol tu phyin pa 
byang chub sems dpa' sems dpa' chen po rnams kyi yum dang / yongs su 'dren pa de 










des mi khom pa thams cad ni spangs/ dal ba phun sum tshogs pa ni bsgrubs so/ /rab 
'byor rnam grangs 'dis kyang shes rab kyi pha rol tu phyin pa 'di byang chub sems 
dpa' sems dpa' chen po rnams kyi thams cad mkhyen pa’i ye shes bsgrubs pa yin 
par rig par bya'o/ /rab 'byor de lta bas na/ byang chub sems dpa' sems dpa' chen po 
thams cad mkhyen pa’i ye shes thob par ’dod pa dag gis shes rab kyi pha rol tu 
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『大品』：『大品般若波羅蜜経』大正新修大蔵経第 8 巻 No.227 
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132) 伊藤千賀子「『六度集経』第 81話「常悲菩薩本生」と『般若経』の異相－三十二相八十種好を手がか
りとして－」（『印度学仏教学研究』54-2）、2006、pp.149-154. 
133)『六度』巻 7「禅度無極章第五」大正蔵 3、p.43b. 
134)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.283. 
135) 梶芳光運『大乗仏教の成立史的研究』（山喜房仏書林、1980）pp.723-724. 
136)『道行』巻 1「道行品第一」、大正蔵 8、p.427ab. 
137) 勝崎裕彦ほか編著 前掲書 p.63. 
138)『道行』巻 8「學品第二十二」、大正蔵 8、p.465a. 
139) “look for, seeks” Karashima Seishi 辛嶋静志 A glossary of Lokak2ema’s translation of the 
A2wasqhasrikq praj`qpqramitq 道行般若経詞典 (Soka Univ., 2010)  p.330. 
140)『道行』巻 8「守行品第二十三」、大正蔵 8、p.465c466a. 
141) 勸...助...歡欣“rejoices; is pleased, accepts with joy, respondes with joy, approves”(a translation of 
Skt. anu √mud [“to sympathize with, to rejoice; to allow with pleasure, express approval, applaud, 
permit” MW, s.v.]; 助 is a rendering of anu[“with”]) Karashima Seishi 辛嶋静志 A glossary of 
Lokak2ema’s translation of the A2wasqhasrikq praj`qpqramitq 道行般若経詞典 (Soka Univ., 2010) p.377 喜
びとともに人をたすける意味 
142) 斤、兩ともに重量、長さ、貨幣の単位 
143) 從勸助代...歡欣 注 17 と同様の解釈。初発意菩薩が喜びとともに人をたすけることにより生じる福が
無量である意味 Karashima Seishi 辛嶋静志 A glossary of Lokak2ema’s translation of the A2wasqhasrikq 
praj`qpqramitq 道行般若経詞典 (Soka Univ., 2010)  p.95. 
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144) “how many? how much” ibid. p.245. 
145) 平川彰「菩薩の修行の階位」『平川彰著作集 3初期大乗仏教の研究 1』（春秋社、1989）p.409. 
146)『道行』巻 28｢薩陀波倫菩薩品｣、大正蔵 8、p.473a. 
147)『大明』巻 6「普慈闓士品第二十八」、大正蔵 8、p.505b. 
148)『放光』巻 20「薩陀波崙品第八十八」、大正蔵 8、p.144b. 
149) 同書 p.144bc. 
150) ’ phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa khri brgyad stong pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo, 
sde dge No.10, ga 194b3-4. 
151) 北京版は chub byang[誤植か] (peking No.732 phi 213a6) 
152) ’ phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa khri brgyad stong pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo, 
sde dge No.10, ga 195a5. 
153)『大品』巻 27「常啼品第八十八」、大正蔵 8、p.420c. 
154)『国訳大蔵経』経部第 3巻、第一書房、1974、pp.367-368 
155)『大品』巻 27「常啼品第八十八」、大正蔵 8、p.420c. 
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経』経部第 3 巻、第一書房、1974、p.368） 
157) 北京版は gi(peking No.731 di 269a5) 
158) 北京版は bai d[ rya(peking No.731 di 269a5) 
159) 北京版は’thing ka(peking No.731 di 269a5) 
160) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 367a5-6. 
161) 北京版は glegs bu(peking No.731 di 269b7) tablet(金属・石・木の平板)の意。デルゲ版は glegs bam 
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162) 北京版は bai d[ rya(peking No.731 di 269b7) 
163) 北京版は’thing ka(peking No.731 di 269b7) 
164) 北京版は brgya bdun(peking No.731 di 269b8) 
165) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 367b7-368a1 
166)『初会』巻 399「初分常啼菩薩品第七十七之二」、大正蔵 6、p.1066a. 
167) 吠琉璃は vaif[rya の音写で瑠璃（猫目石、セイロン島に産する石英の一種）を意味する 
168)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」、大東出版、1970、p.353. 
169)『小品』巻 10「薩陀波崙品第二十七」、大正蔵 8、p.583c. 
170)『仏母』巻 24「常啼菩薩品第三十之三」、大正蔵 8、p.673a. 
171) 北京版は bcugs(peking No.734 mi 299a1) 
172) ’phags pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa brgyad stong pa, sde dge No.12 ka 274a4-5 
173) ibid. ka 274b4-5. 
174) Wogihara Unrai 荻原雲来 Abhisamayqla/kqrqlokq praj`qpqramitqvyqkhyq : the work of Haribhadra, 
together with the text commented on (Tokyo : ToyoBunko, 1973)  p.955. 


















180)『六度』巻 7「禅度無極章第五」大正蔵 3、p.43a. 
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181)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.282. 
182)『六度』巻 7「禅度無極章第五」大正蔵 3、p.43c. 
183)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.284. 
184)『六度』巻 7「禅度無極章第五」大正蔵 3、p.43a. 
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188)『六度』巻 7「禅度無極章第五」大正蔵 3、p.43b. 
189)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.283. 
190)『六度』巻 7「禅度無極章第五」大正蔵 3、p.43bc. 
191)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.283. 
192)『六度』巻 7「禅度無極章第五」大正蔵 3、p.43c. 
193)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）pp.283-284. 
194)『六度』巻 1「布施度無極章第一之一」大正蔵 3、p.4a. 
195)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.139 
196)『六度』巻 6「忍辱度無極章第三」大正蔵 3、p.24ab. 
197) は菹と同じ。菹醢は酢漬の菜とししびしお（しおからの一種）の意。殺してししびしおにすること。 
198)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.214. ここでの「原」は宋本、元本、明本には「源」 
199)『六度』巻 6「精進度無極章第四」大正蔵 3、p.37a. 
200)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.260 
201)『六度』巻 8「明度無極章第六」大正蔵 3、p.48a. 
202)『国訳一切経』「本縁部六」（大東出版、1971）p.300. ここでの「原」は宋本、元本、明本には「源」 
203)『経律異相』「常悲東行求法遇佛示道六」大正蔵 53、p.41b. 
204)『続高僧伝』巻 5、大正蔵 50、p.461c、p.426b. 
205) 佛有大法。名明度無極之明。過去諸佛。今現在。甫當來皆由斯成。爾必索之誦習其文。懷識其義奉而





206) 勝崎裕彦ほか編著 前掲書 p.63. 
207) 平川彰「大乗経典の成立年代」『平川彰著作集 3初期大乗仏教の研究 1』（春秋社、1989）p.201. 
208)『道行』巻 1「道行品第一」、大正蔵 8、p.426a. 
209) 明：永楽南蔵、明：径山蔵、清：清蔵、宋：磧砂蔵には學空とある Karashima Seishi 辛嶋静志, A critical 
edition of Lokak2ema’s translation of the A2wasqhasrikq praj`qpqramitq 道行般若経校注 (Soka Univ., 2011) 
p.6. 
210) Harry Falk and Seishi Karashima, A first-century Praj`qpqramitq manuscript from Gandhqra, parivarta 
1( Soka Univ.,2012)p.38. 
211)『道行』巻 2「功徳品第三」、大正蔵 8、p.431c. 
212) 同書 p.432a. 
213) “sereves, attends upon, waits upon” Karashima Seishi 辛嶋静志 A glossary of Lokak2ema’s 
translation of the A2wasqhasrikq praj`qpqramitq 道行般若経詞典 (Soka Univ., 2010)  p.63. 
214) “作是+verb” means “does in this manner” = “如是+verb” ibid. p.681. 
215)『道行』巻 2｢功徳品第三｣、大正蔵 8、p.437b. 
216) 及至は乃至”even for” Karashima Seishi 辛嶋静志, A critical edition of Lokak2ema’s translation of 













                                                                                                                                                     
愈主編、柏書房、1992、pp.257-258）。牧田諦亮先生のように康僧會自身の著作ではないかと疑う研究者も
ある。『アジア歴史辞典』3（平凡社、1984）p.272. 
218)『道行』巻 2「功徳品第三」、大正蔵 8、p.431c. 
219)『道行』巻 2「功徳品第三」、大正蔵 8、p.432b. 
220) “作是+verb” means “does in this manner” = “如是+verb” Karashima Seishi 辛嶋静志 A glossary of 
Lokak2ema’s translation of the A2wasqhasrikq praj`qpqramitq 道行般若経詞典 (Soka Univ., 2010) p.681. 
221) 梶山雄一「般若の思想」『梶山雄一著作集』2（春秋社、2012）p.96.  
222)『道行』巻 2「功徳品第三」、大正蔵 8、p.435c. 
223) “(while) being within it” Karashima Seishi 辛嶋静志, A critical edition of Lokak2ema’s translation of 
the A2wasqhasrikq praj`qpqramitq 道行般若経校注 (Soka Univ., 2011) p.101. 
224)『放光』巻 20「供養品第三十四」、大正蔵 8、p.48a. 
225)『道行』巻 2｢功徳品第三｣、大正蔵 8、p.437b. 
226) 及至は乃至”even for” Karashima Seishi 辛嶋静志, A critical edition of Lokak2ema’s translation of 











235) 出土した大乗経典の中に、一万八千頌般若の完本が２本、308 葉の不完本１本、二万五千頌般若 187
葉の不完本１本がみられる。G. Fussman,”Dans quel type de batiment furent trouves les manuscrits de 

















いるのがわかる。『大唐西域記』巻 4、大正蔵 51、890b. 
241) G.Schopen,‘”Two problems in the history of Indian Buddhism : the layman/monk distinction and 
the doctorines of the transference of merit”, Studien zur Indologie und Iranistik, bd.10(1984), 
pp.23-24 
242) 肥塚隆、宮治昭責任編集『世界美術大全集 東洋編 13』（小学館、2000）p.338. 







                                                                                                                                                     
247)『道行』巻 9「累教品第二十五」、大正蔵 8、p.473c. 
248) ASPP p.955. 
249) 塚本啓祥『インド仏教碑銘の研究』3（平楽寺書店、2003）p.29. 
250) 奈良国立博物館編『仏舎利の荘厳』（同朋舎出版、1983）pp.236、357. 
251)『大品』巻 27｢常啼品第八十八｣、大正蔵 8、p.420c 




255) 同書 pp.86-87. 









258) 佛名揵陀羅那の（所に）止まる。梵行を修すとはしていない。  
259) 佛名香積の所に在り。梵行を修すとはしていない。 
260) 雷音如来の所に在りて梵行を修す。 
261) sgra dbyangs mi bzad par sgrog pa（声音を優れて発する（如来））の所で梵行を修す。 
262) 大雷音佛の所に在りて菩薩道を行ずる。 





267) sgra dbyangs mi zad par sgrogs pa（声音を優れて発する（如来））の所で梵行を修す。 








275) sangs rgyas kyi chos thams cad bsgrub par ’dod pa’i phyir ro(仏陀の一切法を修得せんと願うからで
ある)とある。 
276) sangs rgyas kyi chos bsgrub par ’dod pa’i phyir ro(仏陀の教えを修得せんと願うからである)とある。 
277) sangs rgyas kyi chos thams cad bsgrub par ’dod pa’i phyir ro(仏陀の一切法を修得せんと願うからで
ある)とある。 




281) ston pa yin par 'du shes bskyed par bya'o（教師であると思うべきである）とある。 
282)「如仏の想を生ずべし」とある。 
283) ston pa'i 'du shes bskyed par bya'i（教師であると思うべきである）とある。 
284) ston pa yin par 'du shes bskyed par bya'o（教師であると思うべきである）とある。 




                                                                                                                                                     
286) 五欲を五樂と表現している。 
287) 魔が説法者に対して嫌悪を生ぜしむといえども違疑の相を起してはならないとしている。 






293) 化佛が空中に立ち Sを称え Sは化佛に説法を請う。化佛は説法してから行先を揵陀越と告げその様子
を示す。 
294) 化佛が空中に立ち Sを称え Sは化佛に説法を請う。化佛は説法してから行先を香淨と告げその様子を
示す。 
295) 如来之像が現れ Sを称えてから行先を香氏と告げ、そこの様子を示す。 
296) de bzhin gshegs pa'i gzugs（如来の姿）が現れ Sを称えてから行先を spos ldan（香具）と告げ、そこ
の様子を示す。 
297) 佛が空中に有りて Sを称えてから行先を衆香と告げ、そこの様子を示す。 
298) de bzhin gshegs pa'i sku（如来の姿）が現れ Sを称えてから行先を spos dang ldan pa（香具）と告げ、
そこの様子を示す。 
299) 佛像が現じ Sを称えてから行先を具妙香と告げ、そこの様子を示す。 
300) 佛像が前に立ち Sを称えてから行先を衆香と告げ、そこの様子を示す。 
301) 如来形像が現れ Sを称えてから行先を衆香と告げ、そこの様子を示す。 
302) de bzhin gshegs pa'i gzugs（如来の姿）が現れ Sを称えてから行先を spos dang ldan pa（香具）と告
げ、そこの様子を示す。 
















319) 三昧から覚め諸仏の去来を念じた後で「諸佛は我に教えて曇無竭菩薩の所へ至らしむ」と Sが念じる。 






325) shes rab rnam par dag pa bsam gyis mi khyab pa dang / de bzhin gshegs pa’i stobs bcu dang / bla na 








                                                                                                                                                     
330) shes rab rnam par dag pa bsam gyis mi khyab pa dang / de bzhin gshegs pa'i stobs bcu rab tu thob 
par 'gyur (不可思議なる清浄な智慧と如来の十力を完全に獲得するだろう)とある。 





336) sangs rgyas kyi chos bla na med pa dag bdag la stsol cig（仏陀の無上の教えを私に与えよ）と告げ
る。 
337) bla na med pa'i sangs rgyas kyi chos byin cig（無上なる仏陀の教えを与えよ）と告げる。 
338) 無上正等菩提を与えよと告げる。 
339) sangs rgyas kyi chos bla na med pa dag bdag la stsol cig（仏陀の無上の教えを私に与えよ）と告げ
る。 














347) dge slong bsam gtan dang po rtse gcig tu yid la byed pas snyoms par zhugs pa bzhin no（比丘が一
点に集中する第一禅定を心に生ずることにより、瞑想に止まっているようである） 
348)「比丘の第三禪攝心安隱に入るが如し」とある。 
349) bsam gtan dang po la mnyam par bzhugs pa'i dge slong sems rtse gcig tu bzhag pa de lta bu’i thob 




353) dper na dge slong bsam gtan dang po rtse gcig tu yid la byed pas snyoms par zhugs pa bzhin no（あ
たかも比丘が一点に集中する第一禅定を心に生ずることにより、瞑想に止まっているようである）とある。 




357) khang bu brtsegs pa（楼閣）とある。 
358)「七宝台」とある。 




363) khang pa brtsegs pa（楼閣）とある。 
364) sapta_ratna_maya/ k[wqgqra（七宝からなる楼閣）とある。 
365)「四色の函」とある。 
366) rin po che sna bdun gyi khri bzhi(七宝の四座)とある。 
367)「七宝の大牀」とある。 
368) 菩薩處を諸天が供養している様子のみが述べられ、高台や七宝の床については述べられていない。 




                                                                                                                                                     
371) Sは出会った人に供養の理由を尋ねる。 
372) 出会った人が、高台の中に Dがおり、Dは般若波羅蜜のためにこの台を作ったことを告げる。 
373) 出会った人が、高台の中に Dがおり、Dは般若波羅蜜のためにこの台を作ったことを告げる。 
374)「當に諸波羅蜜功徳を成じ諸佛法を具足し薩云若に逮ぶべし」とある。 
375) ’di la bslabs pas byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po dag yon tan thams cad kyi pha rol tu 
phyin pa dang / sngas rgyas kyi chos thams cad dang / thams cad mkhyen pa nyid kyang myur du thob 
par ’gyur ba yin(これを学ぶと、諸菩薩摩訶薩は一切の功徳の完成と、仏陀の一切法と、一切智を速やかに
得るでしょう)とある。 
376)「一切諸功徳を成就し諸佛法一切種智を得」とある。 
377) gang la bslabs na / byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po rnams yon tan thams cad kyi pha rol 






381) 'di la bslabs pas byang chub sems dpa' sems dpa' chen po dag yon tan thams cad kyi pha rol tu 
phyin par rjes su 'gro ba dang / sangs rgyas kyi chos thams cad dang rnam pa thams cad mkhyen pa 
nyid kyang myur du thob par 'gyur ba yin(これを学ぶと、諸菩薩摩訶薩は一切の功徳の完成に随って仏陀
の一切法と一切種智もまた速やかに得るでしょう)とある。 






















395) de bzhin nyid（真如）mi skye ba（生じないもの）yang dag pa'i mtha'（真実の究極）stong pa nyid
（空性）ji lta ba bzhin（如実性）'dod chags dang bral ba（欲望を離れたもの）'gog pa（消滅）nam mkha'i 
khams（虚空の要素）により諸仏の不来不去を告げる。 
396) 不動相、無生法、無滅法、実際法、空、無染、寂滅、虚空性を用いて諸仏の不来不去を告げる。 
397) de bzhin nyid（真如）skye ba med pa（生じないもの）yang dag pa'i mtha'（真実の究極）stong pa nyid






401) de bzhin nyid（真如）mi skye ba（生じないもの）yang dag pa'i mtha'（真実の究極）stong pa nyid
（空性）ci lta ba bzhin（如実性）'dod chags dang bral ba（欲望を離れたもの）'gog pa（消滅）nam mkha'i 
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khams（虚空の要素）により諸仏の不来不去を告げる。 
402) 諸法の tathatq 真相（真如）、an_utpqda 生じないもの、bh[ta_kowi 真実の究極、1[nyatq 空性、yathqvattq









409) 2af_vikqram a2wqda1a_mahq_nimitta/ kampate（１８の大相を持つ６種の状態に震える）とある。 









419) ebhis tvam ima/ p3thiv]_prade1a/ pu2pqbhik]rza/ kuru Dharmodgata/ ca bodhisattva/ mahqsattva/ dharma/ 
de1ayanta/ dharm’qsane（汝はこれらによってこの場所を花で覆いなさい。そして、教えを説くために法座
に座られたダルモードガタ菩薩大士に散らしかけなさい）としている。 
420) me tog kha cig gis ni sa phyogs der me tog dgram pa byas so / / me tog kha cig gis ni byang chub 
sems dpa' sems dpa' chen po chos 'phags la gtor to / /(いくらかの花はその場所に撒いた。いくらかの花は
法上菩薩摩訶薩に撒きかけた)としている。 
421) me tog kha cig gis ni sa phyogs der me tog dkram pa byas so / / me tog kha cig gis ni byang chub 
sems dpa' sems dpa' chen po chos 'phags la gtor to / / (いくらかの花はその場所に撒いた。いくらかの花
は法上菩薩摩訶薩に撒きかけた)としている。 





































447) kun dga' bo rnam grangs 'dis kyang shes rab kyi pha rol tu phyin pa 'di byang chub sems dpa' sems 
dpa' chen po rnams kyi thams cad mkhyen pa'i ye shes sgrub pa yin par rig par bya'o(アーナンダよ、こ
の教え方によってもこの般若波羅蜜が諸菩薩摩訶薩の一切智智を証すのであると知られるべきである)と
ある。 
448) tatra khalu punar Bhagavqn qyu2mantam Qnandam qmantrayate sma | tad anenqpi te Qnanda paryqyezaiva 












456) kun dga' bo de lta bas na da ltar nga bzhugs te 'tsho zhing gzhes pa'i sku 'di la khyod kyis phangs 





458) de bas na kun dga' bo nga da ltar lus 'di la gnas shing 'tsho skyong ba na/ gang khyod kyis byams 
pa dang dga' ba dang / bla mar byas pa de/ da 'das pa'i 'og tu khyod kyis shes rab kyi pha rol tu phyin 





462) da ltar nga bzhugs te 'tsho zhing gzhes pa'i sku 'di la ci ltar khyod kyis dga' ba dang dang ba dang 
dad pa dang ri mor byas pa kun dga' bo de ltar nga 'das nas shes rab kyi pha rol tu phyin pa 'di la yang 
byos shig（今、私が住し、養いながら留まっているこの身体に汝が親しみ、誠を捧げ、信じ、敬慕したよ
うに、アーナンダよ、そのように私が涅槃してからこの般若波羅蜜にも為すべきである）とある。 
463)『初会』巻 398「初分常啼菩薩品第 77-1」、大正蔵 6、p.1059a. 
464)『大品』巻 26「如化品第 87」、大正蔵 8、p.416a. 
















472)『道行』巻 7「遠離品第十八」、大正蔵 8、p.461a. 
473)『道行』はさらに「佛語須菩提。正使各各有阿羅漢。隨是行念。各各有辟支佛。隨是行念。各各有菩薩
摩訶薩。城外行遠離。」と述べるが、辛嶋静志先生はこの部分が支婁迦讖の誤解に基づく漢訳ではないか
としている Karashima Seishi 辛嶋静志, A critical edition of Lokak2ema’s translation of the A2wasqhasrikq 
praj`qpqramitq 道行般若経校注 (Soka Univ., 2011) p.370. 
474)『小品』巻 7「恒伽提婆品第十八」大正蔵 8、p.571a. 




477)『道行』巻 7「守空品第十七」、大正蔵 8、p.458c. 
478) 修める、保持するの意。 
479) thinks in his mind over the distinction (of the three kinds of concentrations) の意。Karashima 
Seishi 辛嶋静志, A critical edition of Lokak2ema’s translation of the A2wasqhasrikq praj`qpqramitq 道行般若
経校注 (Soka Univ., 2011) p.348. 
480)『道行』と同じ守空品に「當に是の因縁を棄てしむべし。空定、無想定、無願定を守し滅度門に向かい









487)『放光』巻 20「法上品第八十九」大正蔵 8、p.145ab. 
488)『道行』巻 9「薩陀波倫菩薩品第二十八」、大正蔵 8、p.473c. 
489) 梶山雄一「般若の思想」『梶山雄一著作集』2（春秋社、2012）p.213. 
490) 同書 pp.214-215. 
491)『道行』巻 10「曇無竭菩薩品第二十九」、大正蔵 8、p.475c. 
492)『大明』第 6「六法來闓士品第二十九」、大正蔵 8、p.506c. 
493) 同書 pp.366-367. 





498)『初会』巻 331「初分殑伽天品第 52」、大正蔵 6、p.698a. 










503) E. Obermiller によると『現観荘厳論』は龍樹の中観論書に直接的に述べられる空の解釈とは異なり、
間接的、暗示的に仏の智慧を得るまでの「道」について説いているとされる。only 2 kinds of fundamental 
interpretations of the Praj`q_pqranutq are admitted, viz. the Mqdhyamika treatises of Nqgqrjuna, elucidating 
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the direct subject-matter of the S[tras, i.e. the Teaching of the Non-substatiality of all the elements of 
existence, and the Abhisamayqla/kqra, which is to be regarded as a work revealing the indirect or 
hidden meaning (sbas-don) of the Praj`q_pqramitq, This subject is the process of intuition of the Highest 
Truth, or, what is the same, the Path towards the attainment of Buddhahood and final Nirvqza.( E. 
Obermiller “The doctrine of praj`qpqramitq as exposed in the Abhisamayqlamkqra of Maitreya” Buddhist 
poetry, thought and diffusion(New Delhi :  International Academy of Indian Culture and Aditya 
Prakashan, 2010) p.133) この「道」は以下の八現観によって示される。(1)一切相智性 sarvqkqraj`atq あ
らゆる形相についての智慧 (2)道智性 mqrgaj`atq 実践道についての智慧 (3)一切智性 sarvaj`atq あら
ゆる事物についての智慧 (4)一切相現等覚 sarvqkqrqbhisa/bodha あらゆる形相についての完全な理解 
(5)頂現観m[rdhqbhisamaya 頂点に達した現観 (6)次第現観 anup[rvqbhisamaya 漸次的な現観 (7)一刹
那現観 ekak2azqbhisamaya 一刹那の覚知 (8)法身 dharmakqya 法身  谷口富士夫『現観体験の研究』（山
喜房仏書林、2002）pp.57-58. 
504) 同書 p.123. 
505)『八千頌般若経』については近年写本の発見が相次いでいる。アフガニスタンとパキスタンの国境付近




ンで発見されたスコイエンコレクションの中からは、クシャーナ期（1～3 世紀）の A2wqsqhasrikq 
praj`qpqramitq の断片が 46枚発見され、この写本が 11～12世紀のものとされるネパール写本に近い内容を
持ちながら、漢訳にはない内容を含んでいることが判明している（Lore Sander ,”Fragments of an 













506) 定方晟先生によると栗田功氏所蔵のギルギット出土の一万八千頌般若は 73章から第 86章まで残って
おり常啼菩薩求法譚が存在する。定方晟「ギルギット出土およびバーミヤン出土の仏教関係の文字資料」
（『東海大学文学部紀要』71、1999）pp.57-58. 
507) 勝崎裕彦ほか編著 前掲書 p.71. 
508) 同書 p.49. 










るという。Kimura Takayasu 木村高尉, !atasqhasrikq praj`qpqramitq,Ⅱ-1, (Sankibo busshorin, 
2009)pp.vi-vii. 
512) 漢訳諸本のサンスクリット原本は『一万八千頌』から『二万五千頌』への展開期における時代に成立











518) 分別して諸菩薩の退不退を知るべきもの 『昭和新纂国訳大蔵経』3（東方書院、1928）p.429. 




522) 川崎信定「三智の成立過程について」（『智山学報』、通巻 34）p.180. 
523)『大智度論』巻 27「釋初品大慈大悲義第 42」、大正蔵 25、258c.259a. 有差別説を川崎信定先生によ
る一覧表で示すと次のようになる。 
 （一切智） （一切種智） 
１ 総相 別相 
２ 因 果 
３ 略説 広説 
４ 総じて一切法中の無明の闇を破る 種々の法門を観じて諸の無明を破す 
５ 譬えば四諦を説くが如し 譬えば四諦の義を説くが如し 
６ 苦諦を説くが如し 八苦の相を説くが如し 










yat .........bodhisattvo mahq sattvo bodhicittqnantara/ vajropama/ samqdhi/ samqpadya     













pp.155-156.  密教に於ては「一切種をもって一切法を遍知する一切種智を超える智」と理解される 川
崎信定「一切智と一切智智」（『密教体系』３、1994）p.48. 
525)『大品』巻 27「常啼品第 88」、大正蔵 8、p.416ab. 
526)『国訳大蔵経』経部第 3巻「薩陀波崙品第 88」（第一書房、1974）p.351. 
527) 北京版は’tshams(peking No.731 di 255a4) 
528) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 353b5-354a2. 
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529) 自己と自己の所有物とがあると考える見解 
530)『初会』巻 398「初分常啼菩薩品第七十七之一」、大正蔵 6、p.1059abc. 
531)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）pp.333-334. 
532)『大品』巻 27「常啼品第八十八」、大正蔵 8、p.416b. 
533)『国訳大蔵経』経部第 3巻「薩陀波崙品第八十八」（第一書房、1974）pp.351-352. 
534) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 354a4-7 北京版も同
じ(peking No.731 di 255a8-b4) 
535)『初会』巻 399「初分常啼菩薩品第七十七之一」、大正蔵 6、p.1059c. 
536)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）p.334. 
537) 宋本、元本、明本、正倉院聖語蔵本は「一切無礙」 
538)『大品』巻 27「常啼品第八十八」、大正蔵 8、p.419a. 
539)『国訳大蔵経』経部第 3巻「薩陀波崙品第八十八」（第一書房、1974）p.362. 
540) 北京版は bcu(peking No.731 di 264b7) 
541) 北京版は bca brgyad (peking No.731 di 264b8) 
542) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 362b7-363a5. 
543)『初会』巻 398「初分常啼菩薩品第七十七之一」、大正蔵 6、p.1063b. 
544)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）pp.344-345. 
545) 宋本、元本、明本、正倉院聖語蔵本は「一切無礙」 




550)『初会』巻 399「初分常啼菩薩品第七十七之二」、大正蔵 6、p.1064c. 
551)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）p.348. 
552)『大品』巻 27「常啼品第八十八」、大正蔵 8、p.420ab. 
553)『国訳大蔵経』経部第 3巻（第一書房、1974）p.366. 
554) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 366a1-3 北京版も同
じ(peking No.731 di 267b7-268a1) 
555)『初会』巻 400「初分法涌菩薩品第七十八之二」、大正蔵 6、p.1065b. 
556)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）p.350. 
557)『大品』巻 27「常啼品第八十八」、大正蔵 8、p.420c. 
558)『国訳大蔵経』経部第 3巻「薩陀波崙品第八十八」（第一書房、1974）p.368. 
559) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 367b3-7 北京版も同
じ(peking No.731 di 269b3-7) 
560)『初会』巻 400「初分法涌菩薩品第七十八之二」、大正蔵 6、p.1066a. 
561)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）p.352. 
562)『大品』巻 27「法尚品第八十九」、大正蔵 8、p.422c. 
563)『国訳大蔵経』経部第 3巻「曇無竭品第八十九」（第一書房、1974）p.377. 
564) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 375b3-6  北京版も同
じ(peking No.731 di 277b4-6) 
565)『初会』巻 400「初分法涌菩薩品第七十八之二」、大正蔵 6、p.1070c. 
566)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）p.366. 
567)『大品』巻 27「法尚品第八十九」、大正蔵 8、p.423ab. 
568)『国訳大蔵経』経部第 3巻「曇無竭品第八十九」（第一書房、1974）p.379. 
569) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 377a4-b7 北京版も同
じ(peking No.731 di 279a4-b7) 
570)『初会』巻 400「初分法涌菩薩品第七十八之二」、大正蔵 6、pp.1071b-1072a. 
571)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）pp.368-369 . 
572)『大品』巻 27「法尚品第八十九」、大正蔵 8、p.423bc. 
573)『国訳大蔵経』経部第 3 巻「曇無竭品第八十九」（第一書房、1974）p.380 不動三昧、無念三昧は『国
訳大蔵経』にない。 
574) 北京版は byung(peking No.731 di 279b8) 
575) デルゲ版は dang rnam pa、北京版は rnams(peking No.731 di 280a7)。北京版をとった。 
576) 北京版は gyur(peking No.731 di 280a8) 
577) 北京版は brgya(peking No.731 di 280a8)従って三昧の数は６０万となる。 
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578) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 377b7-378b1. 
579)『初会』巻 400「初分法涌菩薩品第七十八之二」、大正蔵 6、p.1072abc. 
580)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）p.370. 
581)『大品』巻 27「法尚品第八十九」、大正蔵 8、p.423c. 
582)『国訳大蔵経』経部第 3巻「曇無竭品第八十九」（第一書房、1974）pp.380-381. 
583) 北京版は gyi(peking No.731 di 281a5) 
584) 北京版は sti(peking No.731 di 281a6) 
585) 北京版は btams(peking No.731 di 281a6) 
586) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 379a1-379b1 
587)『初会』巻 400「初分結勸品第七十九」、大正蔵 6、p.1073a. 
588)『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」（大東出版、1971）p.372. 
589)『大品』巻 27「三慧品第七十」、大正蔵 8、p.375b. 
590)『国訳大蔵経』経部第 3巻「三慧品第七十」（第一書房、1974）p.180. 
591)『初会』巻 3「初分學觀品第二之一」、大正蔵 6、p.12bc. 
592)『国訳一切経印度撰述部』「般若部一」（大東出版、1970）p.12. 
593) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 ka 326b1 北京版は lam 
gyi rnam par shes pa nyid (peking No.731 ti 35a3-4) 
594) thams cad mkhyen pa と thams cad shes pa は sarvaj`a の蔵訳、thams cad mkhyen pa nyid は
sarvaj`atq の蔵訳。J.S.Negi, Tibetan Sanskrit dictionary vol.5, Sarnath : Central institute of higher 
Tibetan studies, 1998, pp.1991,2000. 
595) thams cad mkhyen pa と thams cad shes pa は sarvaj`a の蔵訳、thams cad mkhyen pa nyid は
sarvaj`atq の蔵訳。Tibetan Sanskrit dictionary vol.5 / J.S.Negi, Sarnath : Central institute of higher 
Tibetan studies, 1998, p.1991,2000. 
596) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 a 366a1-2 北京版も同
じ(peking No.731 di 267b7-8) 
597) Kimura Takayasu 木村高尉, !atasqhasrikq praj`qpqramitqⅡ-3, Sankibo busshorin, 2010, pp.77-78. 
598) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag brgya pa, sde dge No.8 ca 64a4-5 北京版も同じ
(peking No.730 ha 333a5-6) 
599) 北京版は shq ra dwa ti’i bu(peking no.731 thi 10b2) 
600) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag nyi shu lnga pa, sde dge No.9 kha 223b7-224a1. 
601) namaskqra/ の誤写か。 
602) 1atasqhasrikq praj`qpqramitq（京大写本 E292）p.304b. 写本作成者が頁付けを誤ったのか、本来 p.302b
となるべき箇所である。 
603) 北京版は shq ra dwa ti’i bu(peking no.731 gi 100b8) 










二章は別行に流布していたものが、後代に付加されたと推定される。 勝崎裕彦ほか編著 前掲書 p.71. 
608) 椎尾弁匡「大般若波羅蜜多経解題」（『国訳大蔵経』印度撰述部 般若部六、大東出版社、1970、p.7 椎
尾弁匡『仏教経典概説』椎尾弁匡選集第 3巻（山喜房仏書林、1972）pp.212-213. 
609) Kimura Takayasu 木村高尉, !atasqhasrikq praj`qpqramitq Ⅱ-1, Sankibo busshorin, 2009, p.vi 
610) ツルティム・ケサン、伴真一朗『チベットにおける大蔵経（カンギュル・テンギュル）開版の歴史概
観』（『真宗総合研究所研究紀要』27、2010）p.52. ウパ・ ロセル（dbus pa blo gsal）とソナムオセル（bsod 
nams ʼod zer）訳師とギャ ンロン・チャンチュプブム（rgyang rong byang chub ʼbum）はナルタン僧院
で事業の監督の重責を担った人物とされる 川崎信定「チベット大蔵経諸版成立史研究序説（資料翻訳編）」
（『東洋学論叢』26、2001）p.141. 




                                                                                                                                                     
612) ibid. ca292b1(lha sa, No.9, ca314b2)など。 
613) ibid. ka144a6(lha sa, No.9, ka144a7)など。 
614) ibid. ca28a6(lha sa, No.9, ca27a5)など。 
615) ibid. da243a7(lha sa, No.9, da256a7)など。 
616) ibid. kha7a1(lha sa, No.9, kha6b3)など。  
617) ibid. ka58a2-3(lha sa, No.9,  ka56a5)など。 
618) shes rab kyi pha rol tu phyin pa stong phrag brgya pa, snar thang, No.9, na519b6-520a4ラサ版も同
じ（lha sa, No.9, na506a2-6） 
619) ibid. na534b2-5 ラサ版も同じ（lha sa, No.9, na519b6-520a1） 
620)『六度』は原始よりのものに大乗的な精神を吹き込んだ本生経類と位置づけられる。干潟龍祥『本生経
類の思想史的研究』、東洋文庫、1978、pp.80-83. 
頁 行 誤 正
2 26 二菩薩の異称 二菩薩の異訳
2 28 異なる名称 異なる訳語
2 29 二菩薩の異称 二菩薩の異訳
18 5 Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq_s[tra Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq
19 8 深奥であり 深奥にして
19 32 三回譯され、五回校された 三譯、五校は
20 13 是ゆえ 是を以て
20 29 Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq_s[tra Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq
21 4 Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq_s[tra Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq
21 14 Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq_s[tra Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq
21 33 Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq_s[tra Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq





24 5 Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq_s[tra Pa`cavi/1atisqhasrikqpraj`qpqramitq
30 5 三十二相八十種　好 三十二相八十種好
31 23 或は怖く 或は怖る
31 26 教に反して諸雑經を学び 反って諸雑經を学ばしめ
31 27 阿羅漢辟支佛道法に若いて 阿羅漢辟支佛道法の若きは
31 27 勸めて乃に諷誦せしむ 勸めて乃ち諷誦せしむ
31 31 語りて魔事を覺知せしめ 魔事を語りて覺知せしめ
37 17 般若波羅蜜蜜 般若波羅蜜
42 25 書し已み 書し已り
43 2 書し已み 書し已り
43 34 書し已み 書し已り
44 33 書し已み 書し已り











90 21 復空中 復た空中
95 19 般若波羅蜜蜜 般若波羅蜜
108 35 般若波羅蜜蜜 般若波羅蜜
112 42 p.910b) p.910b.
114 46 96') ASPP p.16.
117 20 p.260 p.260.
117 37 p.38. p.38.ASPP pp.41-42.
119 5 p.420c p.420c.
124 7 欲すれば、。 欲すれば、
124 45 463’）　『国訳一切経印度撰述部』「般若部四」
（大東出版、1971）p.333.
127 48 ）渡辺章吾 渡辺章吾
常啼菩薩求法譚の研究　　正誤表
